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「市社会福祉協議会」は、
みなさんの参加と支えあいで
福祉のまちづくりをすすめる
社会福祉法に位置づけられた

民間の福祉団体です。
〈発行〉社会福祉

法　　人 相模原市社会福祉協議会
〒229－0036 相模原市富士見6丁目1番地20号

市立あじさい会館内
� 042（756）5034�　　FAX 042（759）4382

ホームページ　http://www.sagamiharashishakyo.or.jp/
Eメール　info@sagamiharashishakyo.or.jp

本紙は、奇数月20日発行です。

内　　容

そもそもボランティアってなあに？
講師：社会福祉法人　世田谷ボランティア協会
　　　理事長　興　梠　　寛　さん

ボランティア　わたしの場合（実体験のお話）
講師：市内で活躍している先輩ボランティア

よく聞く「ＮＰＯ」って何だ？
講師：さがみはら市民活動サポートセンタースタ
　　　ッフ・最近ＮＰＯ法人を設立した方々

こんな団体がありますよ！
講師：市内のボランティア団体他

１年の計は元旦にあり！「安心して暮らせるまちづくり」のために１年の計は元旦にあり！「安心して暮らせるまちづくり」のために
新しいことにチャレンジしてみませんか

１年の計は元旦にあり！「安心して暮らせるまちづくり」のために
新しいことにチャレンジしてみませんか

１年の計は元旦にあり！「安心して暮らせるまちづくり」のために
新しいことにチャレンジしてみませんか

　大規模地震が市内で発生したことを想定し、訓練を実施します。

・災害時、ボランティアセンターは誰が設置するの？
・ボランティアはどのような活動をするの？
・どのような依頼に応えるの？
・被災住民として何か協力できないの？
・避難所の生活の課題ってなあに？

　などなど、皆さんで一緒に考えながら、ボランティアセンター
の立ち上げと避難所体験訓練（宿泊）を実施します。ぜひ参加し
てみませんか？

　日　時　3月17日（土）午前10時～18日（日）正午（1泊2日）
　場　所　あじさい会館6階展示室
　内　容　「今から自然災害に備えておくこととは」
　　　　　　　・防災ボランティアセンター立ち上げ訓練
　　　　　　　・避難所を想定した宿泊訓練
　定　員　80名（申込順）
　費　用　食事代実費（1,000円程度）
　持ち物　寝袋（寝具）、懐中電灯、常備薬、洗面用具、寒さを防

ぐもの（カイロ等）、その他個人で必要とするもの
　その他　当日は動きやすい服装で来てください
　申込み　ボランティアセンター　電話 042-786-6181

　私たちが住んでいる地域は安全でしょうか？
　自然災害はいつ発生してもおかしくありません。
　災害が発生したときに被害はどのように想定されるのか、私たちは地域住
民としてどうすればよいのか、をテーマに講座を開催します。

　津久井町で想定される被災状況について
　日時等　1月27日（土）午後1時30分～4時　津久井総合事務所第2別館　
　内　容　・津久井町の想定被災状況について（市防災対策課職員）
　　　　　・自然災害が発生した際、地域住民としての役割とは
　　　　　　～事例を踏まえて～（市社協職員）
　定　員　30名（申込順）　　費　用　無料

　相模湖町で想定される被災状況について
　日時等　2月17日（土）午後1時30分～4時　相模湖総合事務所別館　
　内　容　・相模湖町の想定被災状況について（市防災対策課職員）
　　　　　・自然災害が発生した際、地域住民としての役割とは
　　　　　　～事例を踏まえて～（市社協職員）
　定　員　30名（申込順）　　費　用　無料

　相模原市（津久井町・相模湖町以外）で想定される被災状況について
　日時等　2月24日（土）午後1時30分～4時　あじさい会館
　内　容　・相模原市の想定被災状況について（市防災対策課職員）　　　
　　　　　・自然災害が発生したとき、地域住民としての役割とは
　　　　　　～事例を踏まえて～（市社協職員）
　定　員　50名（申込順）　　費　用　無料

　これからボランティア活動をはじめてみようと思っている方や、活動を通
してたくさんの方々との交流を深めたい方、「ボランティア」や「NPO（民
間特定非営利組織）」について興味のある方、ぜひこの講座に参加して、や
ってみたい「ボランティア」を見つけ実践してみませんか？！

　会　場　いずれも市民会館第1大会議室
　対　象　市内在住・在勤及び在学の15歳以上の方（中学生含まず）
　定　員　70名程度（申込順）
　費　用　1,000円（資料代、第4回の懇親会）
　申込み・問合せ　1月31日（水）締切
　　　　　　　　　相模原ボランティア協会　電話 042-759-7982

3月10日（土）
午後1時～4時

申込み　ボランティアセンター　　電話 042-786-6181

日　　時

2月17日（土）
午後2時～4時

2月24日（土）
午後1時～4時

3月3日（土）
午後2時～4時

1

2

3

4

日
頃
か
ら
本
会
の
地
域
福
祉
活
動
に
対
し
多
大
な
る
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り

支
援
ご
協
力
を
賜
り

協
力
を
賜
を
賜
を
賜

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
、
本
会
は
津
久
井
町
、
相
模
湖
町
社
協
と
合
併
い
た
し
ま
し
た
。
さ
ら
に

今
春
３
月
１１
日
に
は
城
山
町
、
藤
野
町
社
協
と
合
併
い
た
し
ま
す
。
時
代
の

変
化
に
呼
応
し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
が
育
ん
で
き
た
地
域
福
祉
活
動
を

礎
に
、
な
お
か
つ
新
し
い
相
模
原
市
に
求
め
ら
れ
る
地
域
福
祉
活
動
の
あ
り
方

を
模
索
し
、
「
地
域
住
民
の
参
加
と
支
え
あ
い
に
よ
る
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
」

を
模
索
し

「
地
域
住
民
の
参
加
と
支
え
あ
い
に
よ
る
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
」

の
実
現
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
本
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

社
会
福
祉
法
人
相
模
原
市
社
会
福
祉
協
議
会

会
　
長
　
　
吉
　
本
　
一
　
夫

？
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市
社
会
福
祉
協
議
会
に
は
、
市
民
の

皆
様
か
ら
多
く
の
寄
付
が
寄
せ
ら
れ
、

福
祉
の
向
上
に
役
立
た
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。「
地
域
住
民
の
参
加
と
支
え

あ
い
に
よ
る
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
」
を

実
現
す
る
た
め
、
ひ
と
り
で
も
多
く
の

方
の
ご
協
力
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

平
成
18
年
10
月
１
日
か
ら
11
月
30
日

ま
で
に
ご
寄
付
を
寄
せ
ら
れ
た
方
は
次

の
と
お
り
で
す
。

敬
称
略
・
順
不
同
（

）
内
は
地
区
名

〜
た
く
さ
ん
の
ご
寄
付
を

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
〜

一
人
ひ
と
り
が 

「
大
地
震
　
死
ん
で
は
い
け
な
い
！
」
〜
間
違
い
だ
ら
け
の
『
常
識
』
に
だ
ま
さ
れ
る
な
！
〜
　

組
合
（
東
林
）、
む
ぐ
ら
会
、
手
作
り
＆
リ
メ
イ

ク
青
い
鳥
（
津
久
井
）、
与
瀬
グ
リ
ー
ン
ク
ラ
ブ

（
相
模
湖
）、
明
治
安
田
生
命
保
険
相
互
会
社
町

田
支
社
（
市
外
）、
匿
名
１
件

▼
障
害
者
福
祉
の
た
め
に

相
模
原
け
や
き
の
会

（
清
新
）

▼
交
通
遺
児
の
た
め
に

相
模
原
交
通
安
全
協
会

青
葉
支
部
（
光
が
丘
）

▼
相
模
原
市
障
害
児
者
福
祉
団
体
連
絡
協
議
会
の
た
め
に

株
式
会
社
ク
ラ
イ
ム
エ
ヌ
シ
ー
デ
ー
（
麻
溝
）

▼
相
模
原
市
点
訳
赤
十
字
奉
仕
団
の
た
め
に

相

模
原
鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
師
会
、
谷
内
マ
ッ
サ
ー

ジ
治
療
院
（
大
野
南
）

▼
虹
の
家
の
た
め
に

馬
嶋
医
院
（
麻
溝
）

▼
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
の
た
め
に

高
城
商
店

（
津
久
井
）、
相
模
湖
町
ゴ
ル
フ
協
会
、
相
模
湖

地
区
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
（
相
模
湖
）、

半
原
信
用
組
合
理
事
長
井
上
勉
（
市
外
）

▼
福
祉
用
具
等

村
田
芳
久
（
東
林
）、
匿
名
２
件

▼
音
楽
Ｃ
Ｄ

立
石
平
貴
（
相
模
台
）

▼
衣
類
等

源
悟
山
顕
正
寺
（
相
模
台
）

▼
日
用
品
等

介
護
老
人
保
健
施
設
青
葉
の
郷

（
光
が
丘
）、
匿
名
１
件

〔
個
　
人
〕

▼
社
会
福
祉
の
た
め
に

佐
藤
榮
一
（
小
山
）、
栗

本
榮
（
橋
本
）、
矢
沢
守
（
大
沢
）、
一
星

暁

（
大
野
南
）、
飯
田
利
宇
（
相
模
台
）、
宗
形
え
い

（
東
林
）、
匿
名
４
件

▼
少
年
院
図
書
代
の
た
め
に

河
本
　
一（
大
野
北
）

▼
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
の
た
め
に

藤
井
合

（
中
央
）、
玉
井
文
子
（
大
野
南
）

▼
相
模
原
市
聴
覚
障
害
者
協
会
の
た
め
に

松
平

登
志
正
（
相
模
台
）

〔
企
業
・
団
体
〕

▼
社
会
福
祉
の
た
め
に

南
橋
本
自
治
会
（
清
新
）、

社
団
法
人
神
奈
川
県
柔
道
整
復
師
会
相
模
支
部

（
星
が
丘
）、
有
限
会
社
ス
マ
イ
ル
相
模
在
宅
介

護
サ
ー
ビ
ス
ス
マ
イ
ル
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
・
ビ
ー

チ
（
光
が
丘
）、
橋
本
幼
稚
園
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
旭
中
学

校
Ｐ
Ｔ
Ａ
（
橋
本
）、
富
士
工
業
労
働
組
合
・
富

士
工
業
労
働
組
合
青
年
協
議
会
、
ビ
バ
ー
チ
ェ

共
和
店
、
和
泉
福
祉
専
門
学
校
学
友
会
（
大
野

北
）、
株
式
会
社
Ｈ
Ｏ
Ｓ
Ｏ
Ｄ
Ａ
（
大
沢
）、
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
塩
田
ホ
ー
ム
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
実
行
委
員
会
（
田
名
）、
歌
謡
民
謡
芸
能

祭
実
行
委
員
会
（
上
溝
）、
光
明
学
園
相
模
原
高

等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
福
祉
委
員
会
、
光
明
学
園
空
手

部
保
護
者
会
（
麻
溝
）、
相
模
原
南
遊
技
場
組
合
、

相
模
女
子
大
学
幼
稚
部
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
財
団
法
人
翠

葉
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
、
さ
が
み
版
画
同
人

ど
ん
ぐ
り
会
（
大
野
南
）、
相
模
原
市
パ
ン
菓
子

工
業
組
合
、
ア
ク
ト
南
口
一
番
街
商
店
街
振
興

寄
付
物
品

寄
付
金

月 の
すめ本

「こんなときどうするの!?」
「こんな活動してみたい」

福祉に関する情報やボランティア募集など
新聞以外でもいろいろ分かります！

「こんなときどうするの!?」
「こんな活動してみたい」

福祉に関する情報やボランティア募集など
新聞以外でもいろいろ分かります！

～社協さがみはら「みんないいひと」　点字版・録音版～　目の不自由な人にご紹介ください

～市社協ホームページで最新の福祉情報をお届け！～　http://www.sagamiharashishakyo.or.jp/

～みんないいひとメールマガジン 毎週水曜日 無料配信～　購読申込は市社協ホームページから

～福祉情報文字放送中～　J-COM 2チャンネル　毎日　午前7時～、午後1時30分～、7時～

～マンガで楽しく福祉を読もう～　　秋　竜山 著「　　　　　　　　」第1～18巻 無料配布中！

　
相
模
原
市
で
は
「
走
る
こ
ど
も
一
一
〇

番
の
家
」
と
し
て
、
市
公
用
車
を
は
じ
め

タ
ク
シ
ー
、
郵
便
配
達
車
両
、
新
聞
配
達

車
両
、
農
業
協
同
組
合
車
両
等
を
所
有
す

る
様
々
な
組
織
の
協
力
を
得
て
、
地
域
の

子
ど
も
た
ち
の
見
守
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
普
段
の
仕
事
中
に
、
不
審
者
や
、

危
険
な
目
に
あ
っ
て
い
る
子
ど
も
を
見
か

け
た
時
に
警
察
に
通
報
す
る
活
動
で
す
。

ま
た
、
子
ど
も
が
安
心
し
て
助
け
を
求
め

る
こ
と
が
で
き
る
目
印
で
も
あ
り
ま
す
。

　
そ
し
て
こ
の
度
、
市
社
協
も｢

走
る
こ
ど

も
一
一
〇
番
の
家｣

に
協
力
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
上
図
の
ス
テ
ッ
カ
ー
を
市
社

協
の
車
47
台
全
て
に
貼
付
し
、
「
地
域
の

大
切
な
宝
物
」
で
あ
る
子
ど
も
た
ち
の
見

守
り
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。

子どもたちの安全を
　　　　　見守ります！　　　

市 社 会 福 祉 協 議 会 はは

ここに貼っています

「
地
域
に
友
達
が
ほ
し
い
」

「
何
か
あ
っ
た
ら
誰
に
相
談
し

よ
う
か
な
」
こ
う
し
た
思
い
を

抱
え
て
い
る
お
年
寄
り
や
子
育

て
中
の
保
護
者
は
決
し
て
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
市

社
協
で
は
、
近
所
で
集
ま
っ
て

お
し
ゃ
べ
り
を
し
な
が
ら
、
生

活
情
報
を
交
換
し
た
り
仲
間
づ

く
り
が
で
き
る
「
ふ
れ
あ
い
・

い
き
い
き
サ
ロ
ン
活
動
」
を
推

進
し
て
い
ま
す
。

サ
ロ
ン
に
は
民
生
委
員
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
、
自
治
会
の
方
な

ど
も
サ
ポ
ー
ト
役
と
し
て
参
加

し
て
い
ま
す
。
仲
間
づ
く
り
だ

け
で
な
く
、
困
り
事
や
悩
み
事

な
ど
も
相
談
で
き
る
場
と
し
て

と
て
も
重
要
な
役
割
を
果
た
し

て
い
ま
す
。

し
か
し
、
最
近
で
は
こ
う
し

た
サ
ロ
ン
活
動
や
、
地
域
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の
活
動

場
所
が
不
足
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
ゆ
う
ケ

ア
や
ス
タ
ッ
フ
サ
ー
ビ
ス
・
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー

ト
で
は
、
空
い
て
い
る
部
屋
を
こ
う
し
た
活
動

の
た
め
に
提
供
し
、
地
域
の
人
々
に
と
て
も
喜

ば
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、「
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
み
た
け
」（
下
九
沢
９
８
０
）
で
も
、

高
齢
者
を
対
象
と
し
た
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き

サ
ロ
ン
に
市
民
交
流
相
談
調
整
室
（
会
議
室
）

を
貸
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
会
議
室
等
使
用
し
な
い
時
に

空
い
て
い
る
ス
ペ
ー
ス
を
、
地
域
住
民
の
福
祉

活
動
の
た
め
に
貸
し
て
く
だ
さ
る
企
業
・
法
人

を
募
集
し
て
い
ま
す
。「
企
業
の
社
会
貢
献
」

の
新
し
い
形
と
し
て
是
非
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
！

問
合
せ
　
地
域
福
祉
グ
ル
ー
プ
　

電
話
０
４
２
・
７
５
６
・
５
０
３
４

地域住民の福祉活動に
　                の力を貸してください！企業・法人企業・法人企業・法人企業・法人

「
も
と
も
と
施
設
と
し
て
地
域
福
祉
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「
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3月11日の相模原市・城山町・藤野町
の合併に伴い、社会福祉協議会も合併し
ます。
昨年6月に設立した社協合併協議会で

は、「合併の方式・名称・期日」「組織・
事務局機構」「各種事務事業」など、3回
にわたり16項目について協議しました。
11月には所轄庁へ合併認可の申請手

続きを行い、相模原市・城山町・藤野町
社協の合併認可を得ました。
合併後の新相模原市社協においても、

地域に密着した地域福祉活動のより一層
の推進を図るよう努めてまいります。

「
社
会
福
祉
協
議
会
合
併
」
へ
の
あ
ゆ
み

社会福祉法人合併公告
3月11日、社会福祉法人相模原市社会福祉協

議会は、社会福祉法人城山町社会福祉協議会及

び社会福祉法人藤野町社会福祉協議会を編入合

併して存続する旨を理事会及び評議員会で議決

しましたので、この合併に異議のある債権者は、

2か月以内にその旨をお申し出ください。
平成19年1月1日

神奈川県相模原市富士見6丁目1番20号

社会福祉法人 相模原市社会福祉協議会

会　長　　吉　本　一　夫

10月10日第1回目のサロンを開催

企業・法人の声
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今 月
おすす● 福祉機器展示室相談員 ●

勤務内容　高齢者や障害者の自立を助ける福祉用具の相談援助業務
応募資格　福祉住環境コーディネーターまたは福祉用具専門相談員の資格を有する

20～55歳（平成19年2月1日現在）の方
勤務時間　日～土曜日の午前9時～午後3時または午前11時～午後5時の指定する日

（年末年始を除く月平均勤務日数15日程度）
勤務場所　富士見6-1-1　ウェルネスさがみはら2階　福祉機器展示室
賃　　金　時給840円
申込方法　1月4日（木）～16日（火）の午前9時～午後5時（土･日･祝日除く）に所

定の申込書と作文を本人が直接持参
申込み・問合せ　在宅福祉グループ　電話 042－756-5034（富士見6-1-20 あじさい会館4階） 

● あんしんセンター生活支援員 ●
勤務内容　高齢者・障害者で判断能力が不十分な人の日常的な金銭管理や福祉サー

ビス利用のための援助業務
応募資格　高齢者・障害者などの生活支援に熱意と関心のある20～55歳（平成19

年3月1日現在）の方　＊要普通自動車運転免許
勤務時間　原則、午前9時～午後4時の指定する日時（年末年始･土･日･祝日を除く週3日程度）
勤務場所　①津久井町地域事務所　②相模湖町地域事務所
賃　　金　時給840円
申込方法　1月4日（木）～16日（火）の午前9時～午後5時（土･日･祝日除く）に所

定の申込書と作文を本人が直接希望する事務所へ持参
申込み・問合せ
　　　　　①を希望する方…津久井町地域事務所　電話 042-784-3393
　　　　　　　　　　　　　（津久井町中野633津久井総合事務所第2別館1階） 
　　　　　②を希望する方…相模湖町地域事務所　電話 042-685-1033
　　　　　　　　　　　　　（相模湖町若柳1203-2さがみ湖リフレッシュセンター2階）

市社会福祉協議会 非常勤職員の募集

　高齢者や障害者の自立を助け、介護する人の
負担を軽くする福祉用具を展示・紹介します。
　「車いすがあれば出かけられるのに…」と我
慢していませんか？
　市民の方へ車いすの貸し出しもしています。
　是非、一度福祉機器展示室へお越し下さい！

展示・紹介　介護ベッド・車いす・入浴用品・自
助具など350点をいろいろ試してい
ただけます。展示していない福祉用
具はカタログでご紹介します。（販
売はしていません）

相　　　談　相談員が、福祉用具に関するご相談
に応じます。

無料貸出し　車いす2週間以内、歩行器1週間以
内、多点杖1週間以内、松葉杖2か
月以内

賃貸料助成　車いす・介護ベッド・エアマットの
賃貸料を3か月間半額助成します。

福祉機器展示室を
ご利用ください

相模原市富士見6-1-1 ウェルネスさがみはら2階
年中無休（年末年始のぞく）午前9時～午後5時
電話 042-769-8274　FAX 042-756-5760
Eメール　kiki@sagamiharashishakyo.or.jp

　市社協では、現在市内の公民館、出張所の12か所に『地域貢献型自
動販売機』を設置しています。この自動販売機は、電光掲示板付きで、
普段は地域のイベント・講座などをお知らせしています。

　この自動販売機は、商品を1本購入するごとに収益の一部が地区社会
福祉協議会に還元され、地域の福祉活動に役立てられています。昨年
度の還元額は606,234円で、市内6地区の社会福祉活動の推進に役立ち
ました。このように市社協では、地域の福祉活動を推進するため、気
軽に地域の方々が参加できる取り組みを実施しています。是非みなさ
んも地域貢献型自動販売機をみかけたらご利用ください！

『災害が発生！』
　その際には、自動販売機内にある

  　   飲料水が無償で提供されます
　一昨年10月に発生した新潟県中越地震では、避
難所となった長岡市民体育館で自動販売機内の飲
料水が数日間無料で提供され、被災された方々の
役に立ちました。相模原市でも、市社協と設置業
者が災害協定を結び、大規模災害時には飲料水が
無償で数日間提供され、電光掲示板には緊急災害
情報がながれることになっています。

1本の缶飲料、ペットボトル飲料が『地域福祉活動の原動力』に

　在宅でひとり暮らしの高齢者や高齢者のみの世帯などで、食事の支
度が困難な方にお弁当（夕食）をお届けする「配食協力員」を募集し
ています。
内　　容　祝日を含む月・火・木・金の週4日（週2日も可）午後4時

～6時の間に徒歩または自転車で近隣の老人ホームや公民館
などから3～5食のお弁当を利用者宅までお届けし、あわせ
て安否の確認を行います。

対　　象　高齢者に理解があり、活動に意欲のある方で、特に中央・
星が丘・光が丘・橋本・大野中・大野南・田名・上溝・
相武台・東林地区の方歓迎します。

　　　　　※お住まいの地域により活動紹介状況が異なりますので、
　　　　　　詳細はお問合せください。
活動謝礼　1日　840円

ふれあいサービス協力会員も同時募集中
　住民参加型有料家事援助・介助サービス「ふれあいサービス」では、
お掃除や外出介助などのお手伝いをしていただける「協力会員」を募集
しています。市内在住の保健師・看護師・介護福祉士・ホームヘルパー
などの資格をお持ちの方は是非ご協力ください。

問合せ・申込み
　ふれあいサービスセンター（あじさい会館4階）　電話 042-756-5034
　南ふれあいサービスセンター（南保健福祉センター3階）　電話 042-765-7065
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知的障害者のスキー教室のお手伝い　
内　容：あじさい青年学級のスキー教室（1泊2日）での障害者

の身のまわりのお手伝いや話し相手等。スキー教室へ
の参加は自由です。

日　時：2月3日（土） 午前7時～4日（日） 午後5時
集合解散場所：あじさい会館
場　所：長野県霧が峰高原スキー場（スポーツホテル双葉屋）
参加費：費用、食事の負担はありません
人　数：15名　
問合せ：ボランティアセンター　電話 042-786-6181

相模湖駅伝競走大会のお手伝い
内　容：第50回相模湖駅伝の運営（会場設営等）のお手伝い。
日　時：1月8日（月） 午前8時～正午
場　所：県立さがみこ交流センター（相模湖町与瀬2591）
人　数：10名
主　催：市教育委員会
問合せ：さがみこボランティアセンター 電話 042-685-1033

　脳血管障害などで失語症になった方への理解を深め、私たちにでき
ることを考えてみませんか。
　講　師：市川勝氏（横浜「失語症会話パートナー」を養成する会）
　日　時：2月10日（土）午後1時30分～3時30分
　場　所：市民会館　第一大会議室　　費　用：無料
　定　員：100名
　主　催：相模原失語症友の会
　申込み・問合せ：ボランティアセンター　電話 042-786-6181

失語症理解のための講演会

次号社協さがみはら「みんないいひと」155号は
2007年（平成19年）3月20日発行

�定　員：各会場20名　　�受講料：無料
�申込み：①③に参加希望の方は南ボランティアセンターまで 電話 042-765-7085

②④に参加希望の方はボランティアセンターまで 電話 042-786-6181

開催月日

① 1月11日（木）

② 1月25日（木）

③ 2月19日（月）

④ 2月27日（火）

時　間

午前10時～正午

午後7時～9時

午後1時30分～3時30分

午後1時30分～3時30分

場　所

南保健福祉センターボランティア活動室

あ じ さ い 会 館 福 祉 研 修 室

南保健福祉センターボランティア活動室

あ じ さ い 会 館 福 祉 研 修 室

内　容

ボランティア

としての基礎

知識と実際の

活動紹介

ボランティア予備校
ボランティア活動をはじめたいと考えている方々のために

○特別支援教育フォーラム

日時 2月7日（水）
午前10時～12時30分

会場 サンエールさがみはらホール
内容 「市支援教育について」「子

どもたちへの対応と連携につ
いて」講演会と評議等

対象 親、支援者、関心のある方
費用 無料
定員 150名（申込順）
申込み 1月7日～2月1日までに

FAXで　
問合せ
神奈川オアシス　横倉
電話・FAX 050-1030-4991

○軽度発達障害セミナー

日時 2月21、28、3月7日（水）
午前10時～11時30分

会場 杜のホールはしもと
内容 ADHD,高機能自閉症,アスペ

ルガー症候群などについての
講義や擬似体験

費用 500円／回
定員 各回35名（申込順）
問合せ・申込み
NPO法人ワンダートンネル
電話 042-774-6335

○ホームヘルパー2級養成講座
受講生募集
日時 2月22日（木）～5月11日（金）
（うち22日間）
午前9時30分～5時

会場 サンエールさがみはら及び
厚木YMCA福祉専門学校

対象 市内在住又は県内在勤の方
定員 40名（申込順）
費用 75,000円
申込み 1月10日～2月15日までに

はがきで住所・氏名・生
年月日・電話番号記入の
上、〒229-1104東橋本3-
5-18 神奈川高齢者生活
協同組合 事務局 大野まで
電話　042-773-7915

○犬と楽しくふれあおう！

①キッズ★スタディドッグスクール
日時 毎週土・日曜日いずれか

午前10時30分～11時30分
内容 犬とのコミュニケーションを

通して発達段階に応じた接し
方等を学ぶ

②魁（さきがけ）子ども塾
日時 水～金曜日午後4時30分～6

時、土・日曜日午後2時～5
時のうち週1日以上

内容 犬がいる部屋で勉強し、勉強
後に犬と遊ぶ新しいコミュニ
ケーションの場

会場 麻布大学内
対象 犬が好きな小学生
費用 実費負担有
申込み・問合せ
麻布大学動物人間関係学研究室 伊澤
電話 070-5458-6965

○ホームヘルパー募集

身体障害者の起床、就寝、入浴、移動等
介護及び知的障害児・者の移動等介護
賃金 ①専属ヘルパー

月給160,000円～
②登録ヘルパー
時給1,200円～

対象 ホームヘルパー2級以上の資
格をお持ちの方

問合せ・申込み NPO法人クライム
電話 042-760-0201

○清新地区社会福祉協議会福祉講座
「虐待といじめ～地域で私たちができること」
日時 2月24日（土）

午後1時30分～3時30分
会場 清新公民館
定員 100名（申込順）
費用 無料
問合せ・申込み
清新地区社会福祉協議会
（清新公民館内　火・水・金曜日）
電話 042-755-8000

社会福祉協議会関係施設の休館日
あじさい会館　1月15日（月）、2月4日（日）、3月5日（月）
南保健福祉センター　2月10日（土）、11日（日）
さがみ湖リフレッシュセンター　毎週日曜日及び休日

年始のお休み　1月3日（水）まで
市社会福祉協議会事務局、南事務所、津久井町地域事務所、相模湖町地域事務所、
各ボランティアセンター、福祉機器展示室、保健と福祉のライブラリー、さがみ　
湖リフレッシュセンター、あじさい会館及び南保健福祉センター内部屋の貸出し

http://www.sagamiharashishakyo.or.jp/

ボランティアに関する相談・活動内容等のお問い合わせは

電話 042-786-6181　FAX 042-786-6182
Eメール : svc@sagamiharashishakyo.or.jp

ボランティアセンターまで（富士見6-1-20 あじさい会館4階）

電話 042-784-3393　FAX 042-784-6142
Eメール : tsukui@sagamiharashishakyo.or.jp

　つくいボランティアセンターまで（津久井町中野633津久井総合事務所第2別館1階）

電話 042-685-1033　FAX 042-685-1131
Eメール : sagamiko@sagamiharashishakyo.or.jp

　さがみこボランティアセンターまで（相模湖町若柳1203-2さがみ湖リフレッシュセンター2階）

電話 042-765-7085　FAX 042-765-2185
Eメール : smvc@sagamiharashishakyo.or.jp

　南ボランティアセンターまで（相模大野6-22-1 南保健福祉センター1階）

ボランティア情報載せてます！
ホームペー

ジ
ホ

に及び
問合せ

○知的障害者地域作業所
「ワークショップ向陽」職員募集
勤務 月～金曜日

午前8時30分～午後5時30分
賃金 月給160,000円（手当込・交通費別）
対象 明るくやる気のある方
問合せ・申込み（1月10日以降）
ワークショップ向陽 石原
（宮下本町1-41-3）
電話 042-753-3117

広告


